





































































































































































































































































































である。（フレーム問題を解く鍵が情動にあることの解説として、信原 2017 を参照。） 
文章理解はフレーム問題の一種だ 
文章を理解することは、関連性という観点から言えば、その文章と関連するさまざまな
ことがらを把握することだと言えよう。文章は状況に応じてさまざまな他の文章や物的お
よび心的なものと繋がっており、そのような繋がりがその状況における文章の意味である。
文章が他の文章や物的および心的なものと繋がるということは、その文章がそれらのもの
と関連するということである。それゆえ、文章の意味を把握することは、その文章と関連
することがらを把握することにほかならない。こうして文章を理解することは、その文章
と関連することがらを把握することなのである。 
そうだとすれば、意味の状況依存性は関連性の状況依存性の一種だということになろう。
文章の意味が状況に応じて変化するということは、文章と関連することがらが状況に応じ
て変化するということである。したがって、文章を理解するという問題はフレーム問題の
一種であり、その困難さはフレーム問題の困難さにほかならないということになろう。 
フレーム問題を解く鍵は情動にあった。そうだとすれば、文章を理解する鍵も情動にあ
ることになろう。状況に応じて適切に文章を理解するためには、その状況においてその文
章に関連することがら（すなわちさまざまな他の文章や心的および物的なもの）がおのず
と興味・関心を引くものとして情動的に際立ってこなければならない。このような際立ち
を可能にする情動能力がなければ、文章を理解することはおそらく不可能であろう。 
場の空気を読む 
現在の人工知能にとって文章理解が困難なのは、それが興味・関心の情動を欠いている
からであろう。現在の人工知能でも、顔の表情から情動を判定したり、「バカ」と言われる
と、悲しそうな表情を浮かべたりすることはできる。しかし、このような単純な情動能力
だけでは、文章の理解に必要な情動をもつことはできない。状況に応じて文章を適切に理
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解するためには、その状況のもとで文章と関連することがらを適切に際立たせるような情
動が必要である。現在の人工知能にはこのように状況に応じて柔軟に変化する情動を形成
する能力が欠けているのである。 
状況依存的な文章の意味を把握することは、その文章が発された状況がそもそもどんな
状況かを把握することであり、それはようするに、その場の空気を読むことにほかならな
い。空気を適切に読むことができなければ、文章を適切に理解することができないのであ
る。「ぜひ頼む」とは言わないが、あれやこれやと言う人がいたときに、その人の発言を依
頼として理解しなければ、それはおそらく不適切な理解となろう。つまり、空気が読めて
いないために、適切な理解ができていないのである。空気を読むことは、人間の場合、情
動による。空気が一瞬にして変化することもあるが、それもふつう情動によって瞬時に感
じ取られる。情動によって適切に空気を読むことによって、状況に応じた適切な対処が可
能になるのである。人工知能は人間のような繊細で柔軟な情動を欠くために、状況に応じ
た適切な対処ができない。それゆえ、文章を適切に理解することもできないのである。 
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